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量計システムの試

行基準を本基準化 
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（新規追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別点検」  10-5 衛星通信装置（固定局送受信装置：新スプリアス規格準拠） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

衛星通信装置（固

定局送受信装置:

新スプリアス規格

準拠）の本基準化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別点検」　　10-5　衛星通信装置（固定局送受信装置：新スプリアス規格準拠）

毎

日

１

ヶ

月

２

ヶ

月

３

ヶ

月

６

ヶ

月

12

ヶ

月

1 表示の確認 装置パネル表示等により障害表示の有無を

目視確認する。
○

2 各部エアフィルタの清掃 各部エアフィルタの清掃をする。

○

大電力増幅部のフィル

タについては、1か月

毎の運転監視員による

クリーナ清掃を推奨

3 乾燥空気充填盤の確認 乾燥空気充填盤の表示を確認し、必要に応

じて乾燥剤の交換をする。
○

4 空調器の確認 屋外機のアース線の断線や外れ及び配管の

外れ等がないか確認する。

また、屋内機のエアフィルタを清掃する。

○

5 切り替え機能の確認 監視制御盤からの操作により送信出力がア

ンテナ／ダミー１系／２系、に切り替わる

ことを確認する。

○

6 監視制御盤制御機能の確認 送受信装置監視制御盤からの操作により、

電力増幅部のRF ON/OFF等が機能すること

を確認する。

○

7 送信出力の確認 送信モニタ出力にて測定器により測定を行

い、指定電力±50％以内であることを確認

する。

○

電力計

8 送信周波数の確認 送信モニタ出力にて測定器により測定を行

い、指定周波数±1kHz以内であることを確

認する。

○

周波数カウンタ 測定は無変調状態にて

行うこと。必要な場合

は調整を行うこと。

9 送信局発周波数及び受信局発周波

数の確認

周波数変換盤のモニタ出力にて、測定器に

より測定を行い、標準値±5×10－8以下で

あることを確認する。

○

周波数カウンタ 必要な場合は調整を行

う。

10 不要輻射強度の確認 電界強度測定器により測定し、基準値内で

あることを確認する。

［帯域外領域（注1 ) ］

　4kHzの周波数帯域幅当たり

　40log(2F/Bn+l)dBで求められる値と

　13dBm/4kHzのうちいずれか小さい値以下

［スプリアス領域（注2 )］

　50W以下の場合： 13dBm/ 4kHz以下

○

スペクトラムアナライ

ザ

注1　無変調状態

注2　変調状態

11 システムレベルダイヤの確認 装置運用時の送信及び受信レベルダイヤに

基づき、送信系と受信系の測定ポイントの

レベルを確認する。

○

電力計、スペクトラム

アナライザ

12 接続部の確認 装置パネル（ユニット）の固定及び接続

ケーブル、コネクタ、端子の接続状態を確

認する。

○

シェルタ含む。

13 機器本体の清掃等 装置外面の清掃及び装置外面の取り付け状

態の確認をする。
○

周囲環境を考慮した機能維

持

シェルタ含む。

図書類が整理・保管されていることを確認

する。
○

予備品類の保管状態・数量等を確認する。 ○

備　考

装置の正常動作の確認

標準値（規定値）との照合

測定結果の変化傾向の把握

14 図書類・予備品等の確認 障害時の備え

No. 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法

点　検　周　期

使用測定器等 点検目的の概要
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旧 令和元年版 新（改定案）     朱書き修正 改定主旨・根拠 

 

（新規追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新規追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新規追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別点検」 43-1 ＩＴＳスポット（ＲＳＵ） 

 

 

「個別点検」 43-2 ＩＴＳスポット（接続処理処理装置） 

 

 

「個別点検」 43-3 ＩＴＳスポット（プローブ処理装置） 

 

 

 

 

ＩＴＳスポット試

行基準を本基準化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＴＳスポット試

行基準を本基準化 

 

 

 

 

 

 

ＩＴＳスポット試

行基準を本基準化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別点検」　43-1　ＩＴＳスポット（ＲＳＵ）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

伝搬路の見通し確認する。 ○ 周囲環境を考慮した機能維持

【空中線】
空中線・取付金具の変形、取付方向損傷及び異常な発錆、腐食、塗
装の剥離状態等の確認を行い、ネジ部、ボルト類の緩み、脱落を確
認する。

○ 目視による無線部の確認

【筐体・支柱】
筐体、ポール、据付架台を含む機器全体の破損、変形、塗装、錆、
ボルト類の緩みの有無を確認する

○ 目視による筐体、ポール、据付架台を含
む機器全体の確認

状態表示、LEDの確認する。 ○ 装置の正常動作の確認
標準値（規格値）との照合
測定結果の変化傾向の把握

各部の電圧を自蔵計器またはテスタ等により測定する。 ○ 自蔵計器またはテスタ

接続ケーブル，コネクタ，端子等の接続状態の確認をする。 ○ ケーブルの緩み等の装置内接続の把握

破損、変色、発熱等を確認し、劣化した素子は交換する。 ○ 素子の破損等の確認 主たる装置に含む

機器本体の内外面を清掃する。 ○ 周囲環境を考慮した機能維持

据付状態、緩み等のないことを確認する。 ○

サービスエリア内の定点における電界強度が設置当時及び前回デー
タと大差ないことを確認するとともに、規定値を満足していること
を確認する。
（規定値：-60dBm（eirp））

○ スペクトラムアナライ
ザまたは（ITSスポッ
ト）電界強度測定器

運用波（測定時は無変調状態）において、周波数が、規定値内にあ
るかを確認する。
（指定周波数の±５PPM以内）

○ スペクトラムアナライ
ザまたは（ITSスポッ
ト）電界強度測定器

3 動作確認

No 確認事項の内容 作業の実施範囲、具体的方法 備　　　　考

1 伝搬路の見通し確認

2 外観確認

点検周期

使用測定器等 点　検　目　的　の　概　要

4 各部電圧確認

5 接続部の確認

6 避雷素子の確認

7 機器本体の清掃等

8 電界強度確認 装置の正常動作の確認
標準値（規格値）との照合
測定結果の変化傾向の把握

9 送信周波数確認

「個別点検」　43-2　ＩＴＳスポット（情報接続処理装置）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

保存されているトップページからのリンク先が正しいか確認する。 ○

キーボードの動作確認及び表示を確認する。 ○
ディスプレイ部の輝度、画面位置サイズなどの確認をする。 ○
電源障害復旧時のシステム復旧機能が正常であることを確認す
る。

○

運用系装置の障害時に待機系装置に切り替わりシステム動作が
継続できることを確認する

○

ケーブル、コネクタ、端子等を点検し、緩み等のないことを確認す
る。

○

ファンの動作確認、清掃 ○

サーバ本体の外面及び周辺の清掃を行う。 ○
据付状態、緩み等のないことを確認する。 ○

5 機器本体の清掃等 周囲環境を考慮した機能維持

備　　　　考

1 情報接続処理装置の機能と動
作を確認

装置の正常動作の確認、維持

2 入出力コンソール部の動作確
認

3 システム復旧機能の確認

4 接続部の確認

No 確認事項の内容 作業の実施範囲、具体的方法

点検周期

使用測定器等 点　検　目　的　の　概　要

「個別点検」　43-3　ＩＴＳスポット（プローブ処理装置）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

アップリンク情報が正しく保存されていることを確認する。 ○
プローブ統合サーバとの通信において、ＦＴＰ通信が正常に行われ
ていることを確認する。

○

キーボードの動作確認及び表示を確認する。 ○
ディスプレイ部の輝度、画面位置サイズなどの確認をする。 ○
電源障害復旧時のシステム復旧機能が正常であることを確認す
る。

○

運用系装置の障害時に待機系装置に切り替わりシステム動作が
継続できることを確認する

○

ケーブル、コネクタ、端子等を点検し、緩み等のないことを確認す
る。

○

機器本体の内外面を清掃する。 ○
据付状態、緩み等のないことを確認する。 ○

No 確認事項の内容 作業の実施範囲、具体的方法

点検周期

使用測定器等 点　検　目　的　の　概　要 備　　　　考

1 データ保存機能の確認 装置の正常動作の確認、維持
2 プローブ統合サーバ向け通信

機能の確認
3 入出力コンソール部の動作確

認
4 システム復旧機能の確認

5 接続部の確認

6 機器本体の清掃等 周囲環境を考慮した機能維持
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旧 令和元年版 新（改定案）     朱書き修正 改定主旨・根拠 

 

（新規追加） 

 

 

 

 

 

 

（新規追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別点検」 43-4 ＩＴＳスポット（ＲＳＵ鍵設定装置） 

 

 

「個別点検」 44-1-1 ヘリサット架 基地局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＴＳスポット試

行基準を本基準化 

 

 

 

 

 

ＩＴＳスポット試

行基準を本基準化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別点検」　43-4　ＩＴＳスポット（ＲＳＵ鍵設定装置）

毎
日

１
ヶ
月

２
ヶ
月

３
ヶ
月

６
ヶ
月

12
ヶ
月

ＲＳＵ鍵設定機能を確認する。
情報交換が正常に行われていることを確認する。

○

電源障害復旧時のシステム復旧機能が正常であることを確認する。
（№1の機能をもって確認）

○

ケーブル、コネクタ、端子等を点検し、緩み等のないことを確認す
る。

○

機器本体の内外面を清掃する。 ○

機器据付状態、緩み等のないことを確認する。 ○

4 機器本体の清掃等 周囲環境を考慮した機能維持

点　検　目　的　の　概　要 備　　　　考

1 ＲＳＵ鍵設定機能の確認 装置の正常動作の確認、維持

2 システム復旧機能の確認

3

No 確認事項の内容 作業の実施範囲、具体的方法

点検周期

使用測定器等

接続部の確認

「個別点検」　　　44 - 1 - 1　ヘリサット架　（基地局）

毎 1 2 3 6 12

ケ ケ ケ ケ ケ
日 月 月 月 月 月

1
ヘリサット制御装
置の機能確認

各スイッチによる操作及び表示器が正常に動作するこ
とを確認する。

○

2
地上用変復調装置
の確認

映像･音声が正常に受信できていることを確認する。 ○

3
映像復号装置の確
認

映像の復元状態を確認する。 ○

4
音声マトリクスス
イッチャの確認

各スイッチによる切替が正常に動作することを確認す
る。

○

5
自動応答装置の確

認

国交省統合網からの電話応答が正常に行われることを

確認する。
○

6
MPEG2/H.264デュア
ルエンコーダの確

認

両モード符号圧縮が正常に行われることを確認する。 ○

7
アップコンバータ
の確認

スキャンレートの変換が正常に行われていることを確
認する。

○

8
デジタル／アナロ
グ変換器の確認

A/D変換機能が正常に行われていることを確認する。 ○

9
タイトルジェネ
レータの確認

タイトルが画面に挿入されることを確認する。 ○

10 接続部の確認
コネクタ、プラグイン等の緩み及びヒューズの緩みを

確認する。
○

11 FANの点検
FANが正常に回転しているかを確認する。
また、FAN周辺が汚れている場合は清掃する。

○

12 バッテリーの確認 内蔵バッテリーを確認し、必要に応じて交換する。 ○

13 機器本体の清掃 機器本体の内外面を清掃する。 ○
但し、内部清掃のための解体は行
わない。

14
図書・予備品等の
確認

基地局設備全体の図書類が整理・保管されていること
及び予備品類の保管状態、数量等を確認する。

○

No

装置の正常動作の確認

周辺環境を考慮した機能維持

確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法等

点検周期

使用測定器等 点検目的の概要 備　　　　考
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（新規追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新規追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新規追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別点検」   44-1-2 ヘリ位置表示架 基地局 

 
「個別点検」   44-2-1 無線伝送部・空中線（機上局） 

 

「個別点検」   44-2-2 映像音声制御装置（機上局） 

 

ヘリコプター搭載

型衛星通信設備

(ヘリサット) 

試行基準を本基準

化 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘリコプター搭載

型衛星通信設備

(ヘリサット) 

試行基準を本基準

化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘリコプター搭載

型衛星通信設備

(ヘリサット) 

試行基準を本基準

化 

 

 

 

 

「個別点検」　　　44 - 1 - 2　ヘリ位置表示架　（基地局）

毎 1 2 3 6 12
ケ ケ ケ ケ ケ

日 月 月 月 月 月

1
IPコンバータの機
能確認

映像情報等が正常にIP変換ができていることを確認す
る。

○

2
管理装置の機能確
認

映像、位置情報、テキスト配信、静止画作成機能、住
所変換機能等が正常であることを確認する

○

3
LCD、キーボード、
マウス、KVMコン
ソールの確認

入力・表示機能が正常であることを確認する。 ○

4
地図・映像表示端

末の機能確認

アプリケーションプログラムを動作させ、表示、キー
ボード入力、マウスの動作、LANによるデータの送受

信機能等、総合動作を確認する。

○

5 接続部の確認
コネクタ、プラグイン等の緩み及びヒューズの緩みを
確認する。

○

6 FANの点検
FANが正常に回転しているかを確認する。
また、FAN周辺が汚れている場合は清掃する。

○

7 ログの確認
イベントログに機器異常の履歴が無いことを確認す
る。

○

8 機器本体の清掃 機器本体の外面を清掃する。 ○ 周辺環境を考慮した機能維持

No 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法等

点検周期

使用測定器等 点検目的の概要 備　　　　考

装置の正常動作の確認

「個別点検」　　　44 - 2 - 1　無線伝送部・空中線　（機上局）

毎 1 2 3 6 12
ケ ケ ケ ケ ケ

日 月 月 月 月 月

1 外観確認
ケーブル類の変形、損傷、異常な発錆、腐食、塗装の
剥離状態等の有無を確認する。

○

2 ボルト類の確認
ボルト及びねじの緩み、脱落を目視、手締等で確認す
る。

○

3
空中線機構及び外
部機能確認

アンテナ装置・アンテナ制御装置・アンテナ駆動装
置・送受信装置の装置機構及び空冷ファンの状態の確
認を行い、問題がないことを確認する。

○

4 送信出力電力確認

MODEMから大電力増幅装置の入力をレベルメータで確

認し、大電力増幅装置の利得及び出力が規定値である
ことを確認し、交差偏波識別度が規定となっているこ
とを確認する。

○
レベル計
空中線電力計

交差偏波識別度は飛行点検時に実
施

5 送信周波数確認
無変調波をスペクトラムアナライザにより測定し、周
波数が基準値内であることを確認する。

○ スペクトラムアナライザ
不要波及び占有周波数帯域幅測定
含む

6 受信機能の確認
実通話により明瞭度、雑音等の問題が無いことを確認
する。

○

7 機器本体等の清掃 機器本体の 内外面を清掃する。 ○ 周囲環境を考慮した機能維持

8 図書類の確認
機上局設備全体の図書類が整理・保管されていること
を確認する。

○ 障害時の備え

点検目的の概要 備　　　　考

装置の正常動作の確認
標準値（規格値）との照合
測定結果の変化傾向の把握

No 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法等

点検周期

使用測定器等
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（新規追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新規追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新規追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別点検」   44-2-3 ヘリサット用信号処理装置（機上局） 

 

 

「個別点検」   44-2-4 映像符号化装置（機上局） 

 

 

「個別点検」   44-2-5 カラーモニタ（機上局） 

 

ヘリコプター搭載

型衛星通信設備

(ヘリサット) 

試行基準を本基準

化 

 

 

 

 

ヘリコプター搭載

型衛星通信設備

(ヘリサット) 

試行基準を本基準

化 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘリコプター搭載

型衛星通信設備

(ヘリサット) 

試行基準を本基準

化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別点検」　　　44 - 2 - 2　映像音声制御装置　（機上局）

毎 1 2 3 6 12
ケ ケ ケ ケ ケ

日 月 月 月 月 月

1
ビデオスイッチャ

機能の確認

各スイッチによる切替が正常に動作することを確認す

る。
○

2
音声配信機能の確
認

接続機器への音声配信を確認する。 ○

3
ダウンコンバータ
機能確認

HDMI信号の変換が正常に行われていることを確認す
る。

○

4 接続部の確認 接続ケーブル、コネクタ、端子の接続状態を確認する。 ○

5 機器本体の清掃 機器本体の外面を清掃する。 ○ 周囲環境を考慮した機能維持

使用測定器等 点検目的の概要 備　　　　考

装置の正常動作の確認

No 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法等

点検周期

「個別点検」　　　44 - 2 - 3　ヘリサット用信号処理装置　（機上局）

毎 1 2 3 6 12
ケ ケ ケ ケ ケ

日 月 月 月 月 月

1
シリアルデバイス
サーバ機能確認

RSインターフェース等の信号からEtherネットへの変
換が行われていることを確認する。

○

2
信号変換装置機能

確認
Etherネットからの変換機能を確認する。 ○

3 接続部の確認 接続ケーブル、コネクタ、端子の接続状態を確認する。 ○

4 機器本体の清掃 機器本体の外面を清掃する。 ○
周囲環境を考慮した機能維持

備　　　　考No

装置の正常動作の確認

確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法等

点検周期

使用測定器等 点検目的の概要

「個別点検」　　　44 - 2 - 4　映像符号化装置　（機上局）

毎 1 2 3 6 12
ケ ケ ケ ケ ケ

日 月 月 月 月 月

1 音声の確認
映像･音声が正常に送信信できていることを基地局出
力で確認する。

○

2 映像の確認 映像が正常に伝送されているか確認する。 ○

3 FANの確認
FANが正常に回転しているかを確認する。

また、FAN周辺が汚れている場合は清掃する。
○

4 バッテリーの確認 内蔵バッテリーを確認し、必要に応じて交換する。 ○

5 接続部の確認
接続ケーブル、コネクタ、端子の接続状態を確認す
る。

○

6 機器本体の清掃 機器本体の外面を清掃する。 ○

周囲環境を考慮した機能維持

No 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法等

点検周期

使用測定器等 点検目的の概要 備　　　　考

装置の正常動作の確認
標準値（規定値）との照合
測定結果の変化傾向の把握
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（新規追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新規追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新規追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別点検」   44-2-6 ビデオレコーダ（機上局） 

 

 

「個別点検」   44-2-7 ヘリ位置表示端末（機上局） 

 

 

「個別点検」   44-2-8 カメラ装置（機上局） 

 

ヘリコプター搭載

型衛星通信設備

(ヘリサット) 

試行基準を本基準

化 

 

 

 

ヘリコプター搭載

型衛星通信設備

(ヘリサット) 

試行基準を本基準

化 

 

 

 

 

 

 

ヘリコプター搭載

型衛星通信設備

(ヘリサット) 

試行基準を本基準

化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別点検」　　　44 - 2 - 5　カラーモニタ　（機上局）

毎 1 2 3 6 12
ケ ケ ケ ケ ケ

日 月 月 月 月 月

1 表示部の確認
輝度、色純度、画面位置サイズ調整、色ずれの確認を
する。

○

2 接続部の確認 接続ケーブル、コネクタの接続状態等を確認する。 ○

3 機器本体の清掃 ビュアの清掃及び機器外面の清掃をする。 ○

4 機器据付状態の確認 機器据付状態を確認する。 ○

備　　　　考

装置の正常動作の確認

周囲環境を考慮した機能維持

確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法等

点検周期

使用測定器等 点検目的の概要No

「個別点検」　　　44 - 2 - 6　ビデオレコーダ　（機上局）

毎 1 2 3 6 12
ケ ケ ケ ケ ケ

日 月 月 月 月 月

1 録画機能の確認 録画再生等の機能を確認する。 ○

2 接続部の確認 接続ケーブル、コネクタの接続状態等を確認する。 ○

3 機器本体の清掃 機器本体の外面を清掃する。 ○
周囲環境を考慮した機能維持

点検目的の概要 備　　　　考

装置の正常動作の確認

No 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法等

点検周期

使用測定器等

「個別点検」　　　44 - 2 - 7　ヘリ位置表示端末　（機上局）

毎 1 2 3 6 12
ケ ケ ケ ケ ケ

日 月 月 月 月 月

1 電圧等の確認 チェック端子等により各部の電圧を確認する。 ○
電圧計、デジタルマ

ルチメータ

2 動作確認
アプリケーションプログラムを動作させ、表示、キー
ボード入力、マウスの動作、データの送受信機能等、
総合動作を確認する。

○

3 接続部の確認
コネクタ、プラグイン等の緩み及びヒューズの緩みを

確認する。
○

4

イベントログ

（Windows付属機
能）の確認

OS機能のイベントログ（システム及びアプリケーショ

ン）を確認し、ハード異常やOS異常の兆候や発生を示
すログが無いことを確認する

○

機器本体の外面を清掃する。 ○

端末の取付に緩み、異常な締め付け等が無いか確認す
る。

○

点検目的の概要 備　　　　考

装置の正常動作の確認

5

機器本体の清掃

No 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法等

点検周期

使用測定器等

周囲環境を考慮した機能維持
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（新規追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新規追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別点検」   45-1-1 レドーム（Ｘバンドレーダ局） 

 

 

「個別点検」45-1-2 空中線装置（Xバンドレーダ局）（導波管加圧装置及び安全開閉器含む） 

 

ＭＰレーダ雨(雪)

量計システムの試

行基準を本基準化 

 

 

 

 

 

 

ＭＰレーダ雨(雪)

量計システムの試

行基準を本基準化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別点検」　　　44 - 2 - 8　カメラ装置　（機上局）

毎 1 2 3 6 12

ケ ケ ケ ケ ケ
日 月 月 月 月 月

1
外観及び取付状況
確認

装置外面に傷、欠損が無いことを目視で確認する。 ○

2
カメラ装置本体機
能の確認

動作状態を確認する。 ○

3
カメラ防振装置機
能確認

動作時の発生音、におい等に異常が無いことを確認す
る。

○

4 接続部の確認 錆、塗装、ボルト類の緩み等を確認をする。 ○

5 機器本体の清掃 機器本体の外面を清掃する。 ○
周辺環境を考慮した機能維持

備　　　　考

装置の正常動作の確認

No 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法等

点検周期

使用測定器等 点検目的の概要

「個別点検」　45 - 1 - 1　レドーム（Xバンドレーダ局）

毎

日

１

ヶ

月

２

ヶ

月

３

ヶ

月

６

ヶ

月

12

ヶ

月

コーキング材の劣化状態を確認する。 ○

雨漏りの有無を確認する。 ○

パネル内外の損傷、塗装状況、及び膨らみ

がないか確認する。
○

ボルトの緩みを確認する。 ○

除雪ロープの状態を確認する。 ○

2 避雷針の接地抵抗確認 避雷針の接地抵抗を測定し確認する。

○ 接地抵抗計

標準値との照合

測定結呆の変化傾向の把握

備　考

1 外観構造確認 周囲環境を考慮した機能維持

No. 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法

点　検　周　期

仕様測定器 点検目的の概要
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（新規追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別点検」45-1-3 空中線制御装置（Xバンドレーダ局） 

 

ＭＰレーダ雨(雪)

量計システムの試

行基準を本基準化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別点検」　45 - 1 - 2　空中線装置（Xバンドレーダ局）（導波管加圧装置及び安全開閉器含む）

毎

日

１

ヶ

月

２

ヶ

月

３

ヶ

月

６

ヶ

月

12

ヶ

月

安全スイッチの確認及びレドームシャッタ

等との連携を確認する。 ○

遠隔操作スイッチによる確認をする。 ○
総合動作確認とする。

ブラシ、スリップリングの確認及び清掃を

する。 ○

ノギス、温度計また

はサーモラベル

該当設備がある場合に実施

電磁ブレ－キの確認をする。 ○

モ－タ温度を測定し、正常であることを確

認する。（減速機含む）
○

3 ギアヘッドの確認 使用時間等の動作状況を確認する。 ○ 該当設備がある場合に実施

ギアを交換する。 ※

レゾルバ－を確認する。 ○

ギヤ－部の確認及び給脂を行う。 ○

主ギヤー部、減速ギヤー部の確認及び給

脂、給油をする。
○

旋回軸受、歯車等の確認及び給脂をする。 ○

伝達機構から潤滑油漏れがないか確認す

る。
○

該当設備がある場合に実施

タイミングベルトに亀裂、損傷がないか確

認する
○

タイミングベルトを交換する。 ※

6 潤滑油等の確認 各機構部の潤滑油を確認する。 ○

潤滑油を交換する。 ※

7 ロ－タリ－ジョイント部

の確認

導波管、ロータリージョイント部の異音、

その他異常がないか確認する。
○

リング面の確認及び清掃をする。
○

ブラシの長さを目視で確認し、特にすり

減っている箇所についてのみ、ブラシを長

さを測定、記録する。

○

ブラシを交換する。 ※

9 架台の水平レベルの確認 反射板を360°回転させた時の水準器の目

盛りを読取り確認する。
○

10 リミットスイッチの動作

確認

空中線のEL系を操作し、スイッチの動作す

る角度を確認する。
○

11 動作状況の確認 空中線駆動時の発生音、におい等に異常が

ないか確認する。
○

導波管取付け状態の確認をする。 ○

導波管加圧装置の動作を確認する。 ○ ストップウォッチ

圧力指示を確認する。 ○

MAIN表示灯の確認をする。 ○

乾燥タンク内の乾燥剤を確認する。 ○

乾燥剤を交換する。 ※

動作回数計指示値を確認する。 ○

保護機構の確認をする。 ○

エアーフィルタの清掃をする。 ○

13 オイルシールの確認 オイルシールの劣化状況を確認する。 ○

14 接続部の確認 接続ケーブル、コネクタ、端子の接続状態

の確認をする。
○

錆、塗装等の状態を確認する。 ○ 周囲環境を考慮した機能維持

機器本体の内外面を清掃する。 ○

機器据付状態の確認をする。 ○

※点検結果により必要に応じて交換を実施する

12 導波管の取付け及び気密

の確認

15 機器本体の清掃等

4 角度検出機構確認

5 伝達機構確認及び給脂、

給油

8 スリップリング及びブラ

シの確認清掃

備　考

1 スイッチ類の確認 装置の正常動作の維持

標準値との照合

測定結果の変化傾向の把握

2 駆動モ－タ確認及び清掃

No. 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法

点　検　周　期

仕様測定器 点検目的の概要
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（新規追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別点検」45-1-4 送信装置（Xバンドレーダ局：新スプリアス規格準拠） 

 

ＭＰレーダ雨(雪)

量計システムの試

行基準を本基準化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別点検」　45 - 1 - 3　空中線制御装置（Xバンドレーダ局）

毎

日

１

ヶ

月

２

ヶ

月

３

ヶ

月

６

ヶ

月

12

ヶ

月

1 電圧等の確認 チェック端子により各部電圧等の測定を行

い、標準値内であることを確認する。

　標準値　取扱説明書による

○
電圧計、デジタルマ

ルチメータ

装置の正常動作の維持

2 空中線回転速度の確認 空中線が１０回転するために必要な時間

（T）を測定し、１回転の所要時間(T/10)

が標準値内であることを確認する。

　標準値　±５％以内

○ ストップウォッチ

標準値との照合

測定結果の変化傾向の把握

3 ＡＺ角度精度の確認 監視制御器の操作にて任意の角度に停止さ

せ、指令角と空中線装置の指示目盛との差

を確認する。

　誤差　　±１°以内

○

4 ＥＬ角度精度の確認 監視制御器の操作にて任意の角度に停止さ

せ、指令角と空中線装置の指示目盛との差

を確認する。

　誤差　　±１°以内

○

任意の角度に完全停止させるまでの所要時

間を確認する
○

5 接続部の確認 接続ケ－ブル、コネクタ、端子の接続状態

を確認する。
○

ファンモジュ－ルの確認及び清掃をする。
○

機器本体の内外面を清掃する。 ○

機器据付状態の確認をする。 ○

作業の実施範囲、具体的方法

点　検　周　期

仕様測定器 点検目的の概要 備　考

6 機器本体の清掃等 周囲環境を考慮した機能維持

No. 確認事項の概要



                電気通信施設点検基準(個別点検)新旧対照表    （改定案） 

1-14 

旧 令和元年版 新（改定案）     朱書き修正 改定主旨・根拠 

 

（新規追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別点検」45-1-5 受信／信号処理装置（Xバンドレーダ局） 

 

ＭＰレーダ雨(雪)

量計システムの試

行基準を本基準化 
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（新規追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新規追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別点検」45-1-6 処理装置（受信／信号処理装置※、データ変換装置、データ蓄積装置） 

 

ＭＰレーダ雨(雪)

量計システムの試

行基準を本基準化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＭＰレーダ雨(雪)

量計システムの試

行基準を本基準化 
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（新規追加） 

 

 

 

 

 

 

 

（新規追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Xバンドレーダ局） 

 

 

「個別点検」45-1-7 データ変換装置時計装置（Xバンドレーダ局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別点検」45-1-8 遠隔操作表示装置（本体）（Xバンドレーダ局） 

 

ＭＰレーダ雨(雪)

量計システムの試

行基準を本基準化 

 

 

 

 

 

ＭＰレーダ雨(雪)

量計システムの試

行基準を本基準化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別点検」　45 - 1 - 6　処理装置（受信／信号処理装置※、データ変換装置、データ蓄積装置）（Xバンドレーダ局）

毎

日

１

ヶ

月

２

ヶ

月

３

ヶ

月

６

ヶ

月

12

ヶ

月

1 操作部スイッチ機能の確

認

各スイッチ類による機能の確認をする。
○ 装置の正常動作の維持

2 電圧等の確認 チェック端子により各部電圧等の測定を行

い標準値内であることを確認する。

　標準値　AC入力電圧±3％

　　　　　DC出力電圧±10％

○

電圧計、デジタルマ

ルチメータ

標準値との照合

測定結果の変化傾向の把握

3 電池の交換 バックアップ電池の交換周期を確認し、対

象となるものは交換する。
○

必要となる装置のみ。

4 自動再起動の動作確認 停電復旧後、自動的にシステムが再起動す

ることを確認する。
○

5 予備機等の設定確認 現用機と予備機の設定情報が同じか確認す

る。
○

該当設備がある場合は、点

検を実施

キーボードの動作確認及び表示の確認をす

る。
○

必要となる装置のみ。

ディスプレイ部の輝度、画面位置サイズな

どの確認する。 ○

7 ハードディスクの動作確

認

ハードディスクアクセスランプの目視確認

とOS異常ログの確認を行う。 ○

8 テストプログラムによる

動作確認

テストプログラムにより動作が正常である

ことを確認する。
○

9 パラメーターファイルの

バックアップ

全てのパラメーターデータのバックアップ

を取得する
○

10 制御機能の確認 制御信号により各装置の制御が正しく行わ

れることを確認する。
○

11 監視機能の確認 各装置からの状態等ステータス情報が正し

く表示できることを確認する。
○

12 時刻の確認 時計表示が時報と合致していることを確認

する。
○

13 記録データの確認 記録されているデータの種別・期間を確認

し正しく記録されていることを確認する。
○

14 接続部の確認 接続ケ－ブル、コネクタ、端子の接続状態

の確認をする。 ○

ファンモジュ－ルの確認及び清掃をする。 ○

機器本体の内外面を清掃する。 ○

機器据付状態の確認をする。 ○

備　考

装置の正常動作の維持

標準値との照合

測定結果の変化傾向の把握

6 入出力コンソール部の動

作確認

15 機器本体の清掃等 周囲環境を考慮した機能維持

No. 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法

点　検　周　期

仕様測定器 点検目的の概要

「個別点検」　45 - 1 - 7　データ変換装置時計装置（Xバンドレーダ局）

毎

日

１

ヶ

月

２

ヶ

月

３

ヶ

月

６

ヶ

月

12

ヶ

月

1 電圧等の確認 自蔵計器またはチェック端子等により各電

圧を確認する。 ○

電圧計、デジタルマ

ルチメータ

2 電池の交換 バックアップ電池の交換周期を確認し、対

象となるものは交換する。
○

親時計と子時計の時刻が、標準時計と合っ

ていることを確認する。
○

ＦＭ放送受信状況が、正常であることを確

認する。
○

4 接続部の確認 ケーブル、コネクタ、端子等を点検し、緩

み等のないことを確認する。
○

機器本体外面の清掃をする。 ○

ファン、フィルタの清掃をする。 ○

機器据付状態、緩みなどのないことを確認

する。
○

備　考

装置の正常動作の維持

標準値との照合

測定結果の変化傾向の把握

3 時刻の確認

5 機器本体の清掃等 周囲環境を考慮した機能維持

No. 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法

点　検　周　期

仕様測定器 点検目的の概要
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（新規追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新規追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別点検」45-1-9 レーダ電源制御装置（Xバンドレーダ局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別点検」 45-2-1 レドーム（Cバンドレーダ局） 

 

ＭＰレーダ雨(雪)

量計システムの試

行基準を本基準化 

 

 

 

 

 

 

ＭＰレーダ雨(雪)

量計システムの試

行基準を本基準化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別点検」　45 - 1 - 8　遠隔操作表示装置（本体）（Xバンドレーダ局）

毎

日

１

ヶ

月

２

ヶ

月

３

ヶ

月

６

ヶ

月

12

ヶ

月

1 アラ－ム出力モニタ動作

試験

表示基板の中にセットされている発光ダイ

オ－ドがアラ－ム項目別に点灯することを

確認する。

○

2 遠隔制御動作試験 制御局からのリモ－ト操作にて正常に動作

することを確認する。
○

3 接続部の確認 接続ケ－ブル、コネクタ、端子の接続状態

を確認する。
○

機器本体の内外面を清掃する。 ○

機器据付状態の確認をする。 ○

備　考

装置の正常動作の維持

4 機器本体の清掃等 周囲環境を考慮した機能維持

No. 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法

点　検　周　期

仕様測定器 点検目的の概要

「個別点検」　45 - 1 - 9　レーダ電源制御装置（Xバンドレーダ局）

毎

日

１

ヶ

月

２

ヶ

月

３

ヶ

月

６

ヶ

月

12

ヶ

月

1 電圧等の確認 自蔵計器またはチェック端子により各部電

圧を確認する。 ○
電圧計、デジタルマ

ルチメータ

標準値との照合

測定結果の変化傾向の把握

2 復電起動の動作確認 復電後、各装置に電源が供給されることを

確認する。 ○

3 緊急停止動作の確認 緊急停止動作スイッチを押すことによりメ

インブレーカがトリップすることを確認す

る。
○

4 接続部の確認 接続ケーブル、コネクタ、端子の接続状態

を確認する。 ○

5 機器本体の清掃等 機器等の内外面を清掃する。 ○

機器据付状態、緩みなどの無いことを確認

する。 ○

点検目的の概要 備　考

装置正常動作の維持

標準値との照合

測定結果の変化傾向の把握

周囲環境を考慮した機能維持

No. 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法

点　検　周　期

仕様測定器
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（新規追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別点検」45-2-2 空中線装置（Cバンドレーダ局）（導波管加圧装置及び安全開閉器含む） 

 

 

 

 

 

 

 

「個別点検」45-2-3 空中線制御装置（Cバンドレーダ局） 

 

ＭＰレーダ雨(雪)

量計システムの試

行基準を本基準化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別点検」　45 - 2 - 1　レドーム（Cバンドレーダ局）

毎

日

１

ヶ

月

２

ヶ

月

３

ヶ

月

６

ヶ

月

12

ヶ

月

コーキング材の劣化状態を確認する。 ○

雨漏りの有無を確認する。 ○

パネル内外の損傷、塗装状況、及び膨らみ

がないか確認する。
○

ボルトの緩みを確認する。 ○

除雪ロープの状態を確認する。 ○

2 避雷針の接地抵抗確認 避雷針の接地抵抗を測定し確認する。

○ 接地抵抗計

標準値との照合

測定結呆の変化傾向の把握

No. 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法

点　検　周　期

仕様測定器 点検目的の概要 備　考

1 外観構造確認 周囲環境を考慮した機能維持

「個別点検」　45 - 2 - 2　空中線装置（Cバンドレーダ局）（導波管加圧装置及び安全開閉器含む）

毎

日

１

ヶ

月

２

ヶ

月

３

ヶ

月

６

ヶ

月

12

ヶ

月

安全スイッチの確認及びレドームシャッタ

等との連携を確認する。
○

遠隔操作スイッチによる確認をする。 ○ 総合動作確認とする。

ブラシ、スリップリングの確認及び清掃を

する。 ○

ノギス、温度計また

はサーモラベル

該当設備がある場合に実施

ブラシを交換する。 ※

電磁ブレ－キの確認をする。 ○

モ－タ温度を測定し、正常であることを確

認する。（減速機含む）
○

3 ギアヘッドの確認 使用時間等の動作状況を確認する。 ○ 該当設備がある場合に実施

ギアを交換する。 ※

レゾルバ－を確認する。 ○

ギヤ－部の確認及び給脂を行う。 ○

主ギヤー部、減速ギヤー部の確認及び給

脂、給油をする。
○

旋回軸受、歯車等の確認及び給脂をする。 ○

伝達機構から潤滑油漏れがないか確認す

る。
○

該当設備がある場合に実施

6 潤滑油等の確認 各機構部の潤滑油を確認する。 ○

潤滑油を交換する。 ※

7 ロ－タリ－ジョイント部

の確認

導波管、ロータリージョイント部の異音、

その他異常がないか確認する。
○

リング面の確認及び清掃をする。
○

ブラシの長さを目視で確認し、特にすり

減っている箇所についてのみ、ブラシを長

さを測定、記録する。

○

ブラシを交換する。 ※

9 架台の水平レベルの確認 反射板を360°回転させた時の水準器の目

盛りを読取り確認する。
○

10 リミットスイッチの動作

確認

空中線のEL系を操作し、スイッチの動作す

る角度を確認する。
○

11 動作状況の確認 空中線駆動時の発生音、におい等に異常が

ないか確認する。
○

導波管取付け状態の確認をする。 ○

導波管加圧装置の動作を確認する。 ○ ストップウォッチ

圧力指示を確認する。 ○

MAIN表示灯の確認をする。 ○

乾燥タンク内の乾燥剤を確認する。 ○

乾燥剤を交換する。 ※

動作回数計指示値を確認する。 ○

保護機構の確認をする。 ○

エアーフィルタの清掃をする。 ○

13 オイルシールの確認 オイルシールの劣化状況を確認する。 ○

14 接続部の確認 接続ケーブル、コネクタ、端子の接続状態

の確認をする。
○

錆、塗装等の状態を確認する。 ○ 周囲環境を考慮した機能維持

機器本体の内外面を清掃する。 ○

機器据付状態の確認をする。 ○

※点検結果により必要に応じて交換を実施する

12 導波管の取付け及び気密

の確認

15 機器本体の清掃等

8 スリップリング及びブラ

シの確認清掃

備　考

1 スイッチ類の確認 装置の正常動作の維持

標準値との照合

測定結果の変化傾向の把握

2 駆動モ－タ確認及び清掃

No. 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法

点　検　周　期

仕様測定器 点検目的の概要

4 角度検出機構確認

5 伝達機構確認及び給脂、

給油
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（新規追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別点検」45-2-4 送信装置（Cバンドレーダ局：新スプリアス規格準拠） 

 

ＭＰレーダ雨(雪)

量計システムの試

行基準を本基準化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別点検」　45 - 2 - 3　空中線制御装置（Cバンドレーダ局）

毎

日

１

ヶ

月

２

ヶ

月

３

ヶ

月

６

ヶ

月

12

ヶ

月

1 電圧等の確認 チェック端子により各部電圧等の測定を行

い、標準値内であることを確認する。

　標準値　取扱説明書による

○
電圧計、デジタルマ

ルチメータ

装置の正常動作の維持

2 空中線回転速度の確認 空中線が１０回転するために必要な時間

（T）を測定し、１回転の所要時間(T/10)

が標準値内であることを確認する。

　標準値　±５％以内

○ ストップウォッチ

標準値との照合

測定結果の変化傾向の把握

3 ＡＺ角度精度の確認 監視制御器の操作にて任意の角度に停止さ

せ、指令角と空中線装置の指示目盛との差

を確認する。

　誤差　　±１°以内

○

4 ＥＬ角度精度の確認 監視制御器の操作にて任意の角度に停止さ

せ、指令角と空中線装置の指示目盛との差

を確認する。

　誤差　　±１°以内

○

任意の角度に完全停止させるまでの所要時

間を確認する
○

5 接続部の確認 接続ケ－ブル、コネクタ、端子の接続状態

を確認する。
○

ファンモジュ－ルの確認及び清掃をする。 ○

機器本体の内外面を清掃する。 ○

機器据付状態の確認をする。 ○

6 機器本体の清掃等 周囲環境を考慮した機能維持

No. 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法

点　検　周　期

仕様測定器 点検目的の概要 備　考
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（新規追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別点検」45-2-5 受信／信号処理装置（Cバンドレーダ局） 

 

ＭＰレーダ雨(雪)

量計システムの試

行基準を本基準化 
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（新規追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（新規追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別点検」45-2-6 処理装置（受信／信号処理装置、収集処理装置、データ蓄積装置、解析処理

 

ＭＰレーダ雨(雪)

量計システムの試

行基準を本基準化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＭＰレーダ雨(雪)

量計システムの試

行基準を本基準化 
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（新規追加） 

 

 

 

 

 

 

 

（新規追加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

装置）（Cバンドレーダ局） 

 

 

「個別点検」45-2-7 時計装置（Cバンドレーダ局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別点検」45-2-8 監視制御端末（Cバンドレーダ局） 

 

ＭＰレーダ雨(雪)

量計システムの試

行基準を本基準化 

 

 

 

 

 

ＭＰレーダ雨(雪)

量計システムの試

行基準を本基準化 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別点検」　45 - 2 - 6　処理装置（受信／信号処理装置、収集処理装置、データ蓄積装置、解析処理装置）（Cバンドレーダ局）

毎

日

１

ヶ

月

２

ヶ

月

３

ヶ

月

６

ヶ

月

12

ヶ

月

1 操作部スイッチ機能の確

認

各スイッチ類による機能の確認をする。
○ 装置の正常動作の維持

2 電圧等の確認 チェック端子により各部電圧等の測定を行

い標準値内であることを確認する。

　標準値　AC入力電圧±3％

　　　　　DC出力電圧±10％

○

電圧計、デジタルマ

ルチメータ

標準値との照合

測定結果の変化傾向の把握

3 電池の交換 バックアップ電池の交換周期を確認し、対

象となるものは交換する。
○

必要となる装置のみ。

4 自動再起動の動作確認 停電復旧後、自動的にシステムが再起動す

ることを確認する。
○

5 予備機等の設定確認 現用機と予備機の設定情報が同じか確認す

る。
○

該当設備がある場合は、点

検を実施

キーボードの動作確認及び表示の確認をす

る。
○

必要となる装置のみ。

ディスプレイ部の輝度、画面位置サイズな

どの確認する。 ○

7 ハードディスクの動作確

認

ハードディスクアクセスランプの目視確認

とOS異常ログの確認を行う。 ○

8 テストプログラムによる

動作確認

テストプログラムにより動作が正常である

ことを確認する。
○

9 パラメーターファイルの

バックアップ

全てのパラメーターデータのバックアップ

を取得する
○

10 制御機能の確認 制御信号により各装置の制御が正しく行わ

れることを確認する。
○

11 監視機能の確認 各装置からの状態等ステータス情報が正し

く表示できることを確認する。
○

12 時刻の確認 時計表示が時報と合致していることを確認

する。
○

13 記録データの確認 記録されているデータの種別・期間を確認

し正しく記録されていることを確認する。
○

14 接続部の確認 接続ケ－ブル、コネクタ、端子の接続状態

の確認をする。 ○

ファンモジュ－ルの確認及び清掃をする。 ○

機器本体の内外面を清掃する。 ○

機器据付状態の確認をする。 ○

備　考

装置の正常動作の維持

標準値との照合

測定結果の変化傾向の把握

6 入出力コンソール部の動

作確認

15 機器本体の清掃等 周囲環境を考慮した機能維持

No. 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法

点　検　周　期

仕様測定器 点検目的の概要

「個別点検」　45 - 2 - 7　時計装置（Cバンドレーダ局）

毎

日

１

ヶ

月

２

ヶ

月

３

ヶ

月

６

ヶ

月

12

ヶ

月

1 電圧等の確認 自蔵計器またはチェック端子等により各電

圧を確認する。 ○

電圧計、デジタルマ

ルチメータ

2 電池の交換 バックアップ電池の交換周期を確認し、対

象となるものは交換する。
○

親時計と子時計の時刻が、標準時計と合っ

ていることを確認する。
○

ＦＭ放送受信状況が、正常であることを確

認する。
○

4 接続部の確認 ケーブル、コネクタ、端子等を点検し、緩

み等のないことを確認する。
○

機器本体外面の清掃をする。 ○

ファン、フィルタの清掃をする。 ○

機器据付状態、緩みなどのないことを確認

する。
○

備　考

装置の正常動作の維持

標準値との照合

測定結果の変化傾向の把握

3 時刻の確認

5 機器本体の清掃等 周囲環境を考慮した機能維持

No. 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法

点　検　周　期

仕様測定器 点検目的の概要
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「個別点検」45-2-9 レーダ電源制御装置（Cバンドレーダ局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別点検」　45 - 2 - 8　監視制御端末（Cバンドレーダ局）

毎

日

１

ヶ

月

２

ヶ

月

３

ヶ

月

６

ヶ

月

12

ヶ

月

1 アラ－ム出力モニタ動作

試験

表示基板の中にセットされている発光ダイ

オ－ドがアラ－ム項目別に点灯することを

確認する。

○

2 遠隔制御動作試験 制御局からのリモ－ト操作にて正常に動作

することを確認する。
○

3 接続部の確認 接続ケ－ブル、コネクタ、端子の接続状態

を確認する。
○

機器本体の内外面を清掃する。 ○

機器据付状態の確認をする。 ○

備　考

装置の正常動作の維持

4 機器本体の清掃等 周囲環境を考慮した機能維持

No. 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法

点　検　周　期

仕様測定器 点検目的の概要

「個別点検」　45 - 2 - 9　レーダ電源制御装置（Cバンドレーダ局）

毎

日

１

ヶ

月

２

ヶ

月

３

ヶ

月

６

ヶ

月

12

ヶ

月

1 電圧等の確認 自蔵計器またはチェック端子により各部電

圧を確認する。
○

電圧計、デジタルマ

ルチメータ

標準値との照合

測定結果の変化傾向の把握

2 復電起動の動作確認 復電後、各装置に電源が供給されることを

確認する。 ○

3 緊急停止動作の確認 緊急停止動作スイッチを押すことによりメ

インブレーカがトリップすることを確認す

る。

○

4 接続部の確認 接続ケーブル、コネクタ、端子の接続状態

を確認する。
○

5 機器本体の清掃等 機器等の内外面を清掃する。 ○

機器据付状態、緩みなどの無いことを確認

する。
○

点検目的の概要 備　考

装置正常動作の維持

標準値との照合

測定結果の変化傾向の把握

周囲環境を考慮した機能維持

No. 確認事項の概要 作業の実施範囲、具体的方法

点　検　周　期

仕様測定器


